
別荘地「東の大磯」としての発展
─明治から昭和前期

明
治
時
代
か
ら
昭
和
の
前
期
に
か
け

て
、
海
に
面
し
て
温
暖
な
一
宮
は
各
界

名
士
の
保
養
地
・
別
荘
地
と
し
て
発
展

し
、
大
正
初
期
に
は
1
0
0
軒
以
上

の
別
荘
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。
こ
れ
は

一
宮
の
近
代
に
お
け
る
特
筆
す
べ
き
現

象
で
す
。

明
治
7
年
に
県
内
第
6
位
の
人
口

を
有
し
た
一
宮
本
郷
村
は
、
23
年
に
一

宮
町
と
な
り
ま
し
た
。
29
年
に
は
房
総

鉄
道
が
千
葉
‐
大
網
間
に
開
通
し
、
30

年
に
一
宮
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
22
・
23
年
頃
か
ら
、
一
宮
海
岸
に
来

訪
者
の
姿
が
み
ら
れ
、
鉄
道
開
通
後
、

東
京
方
面
か
ら
の
避
暑
客
が
増
加
し
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

最
も
古
い
別
荘
は
、
明
治
34
年
に
後

の
首
相
・
斉
藤
実
氏
が
新
地
に
築
い
た

別
荘
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
宮

の
別
荘
地
と
し
て
の
発
展
に
は
、
旧
藩

主
・
加
納
久
宜
公
の
力
も
預
か
っ
て
い

た
と
さ
れ
ま
す
。
貴
族
院
議
員
の
加
納

久
宜
公
は
、
明
治
39
年
か
ら
41
年
ま
で

町
長
を
つ
と
め
た
中
村
祐
吉
郎
に
諮
っ

て
、
一
宮
の
海
水
浴
場
地
と
し
て
の
発

展
の
可
能
性
を
探
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
神
奈
川
県
の
大
磯
を
範
と
し
て
、

財
界
の
名
士
を
招
く
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
と
な
り
、
三
井
財
閥
の
三
井
八
郎

次
郎
に
請
う
て
別
荘
を
設
営
せ
し
め
ま

し
た
。
こ
の
別
荘
に
過
ご
し
た
三
井
氏

の
子
息
が
、
健
康
を
回
復
し
た
こ
と
か

ら
、
一
宮
の
保
養
地
と
し
て
の
評
判
が

高
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
加
納
公

自
身
も
海
岸
近
く
の
竜
宮
に
別
荘
を
設

け
て
、
紹
介
に
つ
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、

加
納
氏
が
鹿
児
島
県
知
事
を
つ
と
め
た

と
こ
ろ
か
ら
、
薩
摩
方
面
の
軍
人
が
多

く
来
訪
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

地
域
的
に
は
、
一
宮
川
の
中
の
橋
か

ら
下
流
の
両
岸
、
現
在
の
船
頭
給
・
海

岸
・
新
地
・
十
六
区
あ
た
り
の
、
一
宮

川
及
び
海
岸
に
近
い
と
こ
ろ
が
最
大
の

区
域
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
一
宮
川
の

水
上
交
通
で
町
に
出
る
の
が
容
易
で
あ

り
、
ま
た
川
遊
び
な
ど
も
魅
力
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
八
区
老
女
子
が

も
う
ひ
と
つ
の
地
域
で
し
た
が
、
こ
ち

ら
は
市
街
地
か
ら
山
懐
に
入
っ
た
地
区

で
す
。
そ
の
他
、
宮
原
・
追
手
な
ど
に

も
散
在
し
て
い
ま
し
た
。

来
訪
し
た
名
士
は
政
・
財
・
官
・

軍
・
学
の
各
界
に
わ
た
り
、
一
時
は
、

総
理
大
臣
斉
藤
実
、
枢
密
院
議
長
平
沼

騏
一
郎
、
陸
軍
元
帥
上
原
勇
作
、
衆
議

院
議
長
秋
田
清
な
ど
、
国
政
枢
要
の
人

物
が
一
堂
に
会
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
地
元
で
は
、
一
宮
川
の

ほ
と
り
で
組
閣
が
行
わ
れ
た
の
だ
、
と

す
る
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
加
藤
友
三
郎
首
相
、

一
宮
商
業
高
校
創
始
者
の
志
田
鉀
太
郎

明
治
大
学
総
長
、
伊
達
伯
爵
（
仙
台

侯
）、
山
内
侯
爵
（
土
佐
侯
）、
南
部
侯

爵
（
盛
岡
侯
）、
佐
竹
侯
爵
（
久
保
田

侯
）
な
ど
の
名
士
の
別
荘
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
訪
者
は
、
一
宮
館
に
逗

留
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
芥
川
龍
之
介

を
は
じ
め
、
東
郷
平
八
郎
元
帥
、
徳
川

慶
喜
公
、
小
説
家
の
尾
崎
紅
葉
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
別
荘
地
と
し
て
の
発
展

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
展
と
表
裏
し
て

い
ま
し
た
。
大
正
10
年
頃
か
ら
町
内
や

一
宮
川
沿
い
に
料
理
屋
が
増
え
、「
茶

屋
遊
び
」
と
称
せ
ら
れ
て
賑
わ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
昭
和
初
期
に
は
カ

フ
ェ
ー
が
市
街
地
の
駅
前
通
り
に
現
れ

て
県
下
有
数
の
数
を
誇
っ
た
と
い
い
ま

す
。し

か
し
そ
の
後
、
盧
溝
橋
事
件
以
降

の
戦
時
体
制
へ
の
突
入
と
、
戦
後
の
土

地
財
産
制
度
の
変
革
に
よ
り
、
一
宮
町

の
別
荘
の
ほ
と
ん
ど
が
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
は
た

と
え
ば
中
の
橋
の
ほ
と
り
に
あ
る
平
沼

騏
一
郎
邸
の
離
れ
な
ど
、
わ
ず
か
な
名

残
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

一宮川の夕景

昭和初期の一宮川周辺の賑わい

町長が語る

一宮の歴史
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